
一

住
所
の
変
更

変
更
前

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
四
番
九
号

変
更
後

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
十
一
番
十
五
号

二

変
更
す
る
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

一

住
所
の
変
更

変
更
前

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
四
番
九
号

変
更
後

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
十
一
番
十
五
号

二

変
更
す
る
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

平成™š年˜™月˜�日 金曜日 第œ�—™号官 報
二

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
ま
で

備
考１

こ
の
告
示
に
係
る
許
可
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
と
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
係
る
許
可
又
は
起
業
の
認
可
に
は
、お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
内
容
の
制
限
又
は
条
件
を
付
け
る
。

一

毎
日
、
鯨
の
捕
獲
頭
数
を
農
林
水
産
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

農
林
水
産
大
臣
が
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
又
は
漁
業
調
整
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
水
域
ご
と
に

ミ
ン
ク
鯨
又
は
歯
鯨
の
捕
獲
の
停
止
期
間
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
期
間
内
に
お
い
て
捕
獲
し
て
は
な
ら

な
い
。

三

ミ
ン
ク
鯨
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
又
は
漁
業
調
整
の
た
め
捕
獲
を
停

止
し
て
お
く
必
要
が
な
い
と
認
め
、
捕
獲
の
停
止
を
解
除
す
る
日
を
定
め
て
通
知
す
る
ま
で
は
、
こ
れ
を
捕

獲
し
て
は
な
ら
な
い
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
八
十
七
号

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事
の
国
等
に
よ
る
代
行
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
知
事
に
代
わ
っ
て
特
定
災

害
復
旧
等
海
岸
工
事
を
施
行
す
る
の
で
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等

に
係
る
工
事
の
国
等
に
よ
る
代
行
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

^

工
事
の
区
域

宮
城
県
仙
台
湾
沿
岸
荒
浜
漁
港
海
岸

_

工
事
の
開
始
の
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
八
十
八
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
九
条

の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
外
国
認
定
機
関
の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
六
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

東
北
横
断
自
動

車
道
い
わ
き
新

潟
線

新
潟
市
秋
葉
区
福
島
字
稲
葉
四
三
三
番
二
か
ら
同
市
秋
葉
区
川
口

字
丙
九
三
五
番
三
ま
で

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日

十
五
時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
七
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
十
七
条
の
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
十
六
条

第
三
項
に
規
定
す
る
登
録
講
習
機
関
で
あ
る
株
式
会
社
住
宅
新
報
社
か
ら
住
所
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
十
七
条
の
十
八
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
八
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
第
十
三
条
の
二
十
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
規
則
第
十
三
条
の
十
六
第
一
号
に
規
定
す
る
登
録
実
務
講
習
実
施
機
関
で
あ
る
株
式
会
社
住
宅
新
報
社
か
ら
住
所
を

変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
十
三
条
の
三
十
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
九
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
機
関
を
登

録
講
習
機
関
と
し
て
登
録
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
八
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

登
録
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日

二

登
録
番
号

（
一
）
第
〇
一
八
号

三

登
録
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
九
州
不
動
産
専
門
学
院

四

住
所

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
三
番
三
十
八
号

五

講
習
業
務
を
行
う
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
三
番
三
十
八
号

六

法
人
で
あ
る
場
合
の
代
表
者
の
氏
名

小
菅
亥
三
郎

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
号

国
土
交
通
省
所
管
の
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
地
方
整
備
局
長
、
北
海
道
開
発
局
長
及
び
沖
縄
総

合
事
務
局
長
に
委
任
し
た
件
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た

の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
日

第
二
〇
号

二

登
録
外
国
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

ビ
オ
ア
グ
リ
チ
ェ
ル
ト
有
限
会
社

三

登
録
外
国
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物
、
有
機
加
工
食
品
、
有
機
飼
料
及
び
有
機
畜
産
物

四

登
録
外
国
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行
う
登
録
外
国
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

外
国

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

イ
タ
リ
ア
共
和
国

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
県

カ
ザ
レ
ッ
キ
ョ
・
デ
ィ
・
レ
ー
ノ
市

マ
カ
ブ
ラ
ッ
チ
ャ
通
り
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